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 白血球の代謝については従来王として糖質及び蛋白代謝に関し多くの業績がみられ,その代謝
 様相がかなウ明確に把握されて来て,小児期に蔚ける代謝疾態の研究にあた堕しばしば白血球は,
 体細胞の代表として用いられて来ている。一方白血球の脂質代謝に関しての業績は比較的僅少で
 その代謝の特異性及び他の細胞,例えば肝細胞との類似性をあげるには未解決の問題が多すぎる
 と言って過言ではない。著者は酢酸一c14を用いて小児の白血球の脂質代謝を検索した。
 〔f〕正常及び異常白血球に於ける酢酸一〇14の各種脂質分割へのとり込み及び各種脂質の血染へ
 の放出
 ヘパ1フン処理した全宜紅を酢酸一e14と57C5時間インキュベートし脂質をMeOH-CHCユg
 で抽出しOHG職で精製後、薄層クロマドグラフイーで各種脂質を分離しその放射能をガスフロ
 ウ・ウンターで測定した。とり込書れた酢酸一G14の脂質への分布はケン化物に圧倒的に多く,
 非ケン化物にもみられ定。酢廉一C雑は細胞に急速にとり込まれる力明旨質分割には2時間で最高
 に達し,継胞にとり込香れた放射能の約50%以上を占める。従って白血球は活綾な脂質合成を
 行っていると考えられる。正常白血球脂質への放射能は燐脂質'(PL)ドリグリセライド(TR)遊
 離コレステロール(CF)遊離脂肪酢(FA)・コレステロールエステル(σE)の順であり,又.白
 嘔球で合成された購聾は時間と共に血漿に放出されその放射能はPL.GF.FA,TR。CEの順
 であった。急性.慢性骨髄性白血病細胞では正常白血球と比較し差異が認められた。即ちTRへ
 の放射能のとり込みは減少しPLへのとり込みが増加している。血漿ではFAへの放出が亢進し
 …玉は正常又は減少している。このことは白血病細胞でのPしの合成の亢進。つまり・エ〕?glyce-
 r蝿eよりのTR及びfLへの合成経路に左党白血球との間に差があることが考えられる。好酸
 ,賊増多症では各種脂質分劃比輩には正常と差がなかった。
 〔幻酢酸一eMの白血球各脂質合成及び血漿への放出の経時的変化
 白血球の酢酸一び4よりの経時的脂質合成率はTL〔総脂質)は時間と共に直線的に増加する
 が,血漿への放出は.2畦間半でピークに達した。白血球各猿脂質分割は特異的に変化しPLは
 2時間言で直線的に増加し以後平坦,TRは直線的増加を示した。一方血漿への放出はGFが最
 も比放射能が高く直線的増加を示す。即ち白血球で合成された各種脂質分劃は時間と共に,血漿
 へ各々r定のパターンをもつて放出され又,再利用されているものと考えられる。
 血〕低脂肪及ぴ高脂肪食の白血球脂質代謝に及ぼす影響
 低脂肪食投与後空腹時に於ける白血球の各脂質分劃へのと勢込み及び血銀への放出には著明な
 差はみられなかった。低脂肪食5日間連続投一与後の高脂肪食投与1時間,5時間,10時間後及
 び高脂肪食5日間連続投与後の値は各々5時間のインキユーベーシヨンに於いて負荷後可時間で
 は白血球のPしの放射能が高ぐ。血漿ではPL,OF,FAへの放出が微少している。その後白
 一126一
§
 血球のPしのとり込みは負荷前の鮪に近づいて凝て、こ・銀へf・裁出も増加しているoeF・FA。
 TRはその後あ書り変動がない。匝〕で述べ斉二慰二白虹獣“ぴ輔声れたFAは急速に血漿へ放出
 される。脂肪負荷によりFAの放仕1が減少していム嘉からこ才1.らの髪化は脂肪負荷による慮娠中
 の外因性脂肪酸の増加によ凱白血球ようのq鴨方かの歳出が掬ゴ制魯うきため咋酸よりの内因性脂
 肪酸はPL及びGFの合成の方向に利用されていF・ことを示ナと労えられ.ろ。
 面〕高コレステロール食の白血球脂質代詠に長ぼサ'顕拝
 白血球のコレステロール合成は〔f〕,〔幻に述べたようにかなり活溌に行われていると考えら
 れる。コレステロールを3日間連続負荷後の'非議一「ゴ壱∩白磁球俗耳1言質のとり込みは.PIL.TR。
 ∬Aの合成塾は対照に比し差を認めず,又コレステ・一ル合成峯は外国性コレステロールにより
 抑圧されなかった。従って肝にみられるコレステ・一ル生合成のヤ1鱒αbackcon七rO■
 皿echanismは白血球には存在しないと結論できる。
 〔V〕結語
 人白血球には酢酸よりの脂質合成能が存在しかない活燈凌合成を営んでいる.酢酸一c14は主
 としてFAにとり込言れるがコレステロール,グリセロールにもとり込魯れる。
 白血球で合成された脂質は各々一定のパターンを憶って1孟嶺1て放出容れる。又これらは白血球
 で再利用されているものと思われ,る。
 或和白血病細胞では脂質代謝が正常白血球と異りPしの今成が活農である。
 白血鋪の脂質代謝様相は月旨紡負荷により変化をうけ特にPしの合成が亢進レそのr血嬢への放
 出が一癖抑制きれる。
 肝細胞と異なり外因性コレステロールによるコレアテ・一ル:生合成のFeedbackeOn一
 七rOlmechani8mは白血球には存在しない。
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 審査結果の要旨
 本研究は,G14一酢酸からの脂質合成を白血球について、ユnvitroあ実験を行ったもので
 ある。研究結果としては,入白血球には酢酸からの臆質合成能が存在し,G1紀酢酸は主として
 脂肪酸にとりこまれるが,コレステ・一ル}グリセ・一ルにもとりこまれる。また,白血球内
 で合成された脂質はそれぞれ一定のパターンにて血漿内に放出一されていることを知った。
 白血病の白血球の脂質合成は正常のそれに比して,亢進を示し,ことに燐脂質の合成が活発
 である己
 脂肪負荷食餌授与の小児においては白血球の脂質合成ことに燐脂質の合成が亢進することをみ
 とめた。またコレステロールの経口負荷によ錺白血球内のコレステロール合成は,変化がなか
 った。このことは・肝に赴けるコレステロール合成が外因性コレステロールによってn6gative
 feeαbackをうけていることに対比して注目すべきことと考えられよう。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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